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1. 概　　要

調査名称 川南別館　建設工事　地盤調査業務

調査場所 宮崎県児湯郡川南町大字川南19301番地1

調査日

調査方法 11 箇所

使用機械

調査依頼者

調査会社

調査担当者

報告書作成者

報告書内容 概要、地形図、調査地位置図、調査地現況、隣接地現況、周辺状況表
測点位置図、柱状図、換算Ｎ値一覧表、推定断面図、調査状況写真
参考写真、基礎形式の選択、基礎仕様判定書、参考・添付資料

N値の算定方法 （荷重をｋNとした場合）

2.0×Wsw＋0.067×Nsw

3.0×Wsw＋0.050×Nsw

地盤の許容応力度
 日本建築学会推奨式を採用。

①柱状図データ
　スウェーデン式サウンディング試験　 許容応力度・・・ qa＝30Wsw+0.64Nsw

②参考計算式

　テルツァーギの式を採用・・・ qa＝1/3（ic・a・C・Nc＋ir・β・γ1・B・Nγ＋iｑ・γ2・Df・Nq）

株式会社　江藤建設工業

稲田式

森山　和明

日高　昭二

粘土・粘性土の場合　　　　    ・・・

砂・砂質土・礫質土の場合　　・・・

令和　2　年　1　月　14　日

スウェーデン式サウンディング試験

日東精工ジオカルテⅢ

株式会社　共立設計



2. 地 形 図



2-2. 微地形区分図



3.調査地位置図

申請地
川南別館



調査地現況

○ 建物沈下
○ 建物傾斜
○ 基礎ｸﾗｯｸ
○ 外壁ｸﾗｯｸ
○ 建具不良

その他

● なし ● ○ ○ 畑 ○ ○ ）

○ ○ ○ RC ○ その他（ ）

○ 1 ○ 2 ○ 3 ○ 階 ）

○ ○ 5 ○ 10 ○ 20 ○ 30 ○ 30年以上

○ なし ○ あり （ ）

● なし ○ あり ○ 浄化槽 ○ ○ ○ ○  ( )

○ ● 畑 ○ ○ ○ ○ ○

○ （ ○ ○ ○ ） ○

○ ● ○ ●

○ ○ （ ｍ ） ○ （ ｍ ）

● ○ ○ ● 乾 ○ 湿 ● 硬 ○ 軟 ○  その他 （ ）

● 土 ○ ○ ● ● ○ ○

● 良 ○ 悪

● なし ○ あり ○ ○ ○ ○ ｍ ）

● なし ○ あり ○ ○ ○

4.

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

写　　真
全　　　　景

余　　白

異 常 有 り

構  造 木造又はプレハブ 重量鉄骨

更地

その他（

築年数 新築

駐車場 水田 その他（

異  常

地下埋設物 便槽 地下車庫 地下室

既 存 建 物
○ あり

階  数

その他

敷 地 前 歴 ○ なし ● あり
宅地 水田 河川 沼地 山林 雑木林

建物解体後 住居 工場 駐車場 不明

造成歴・状況
新しい造成地 古い造成地 不明 造成からの経過年数 年 不明

切土 新規盛土 旧規盛土

地表面の状況
平坦地 起伏地 傾斜地

耕作地 芝生 雑草 砂利敷 コンクリート敷 アスファルト敷

水に関して

排水状況

井　　　戸 不使用 使用中

備　　　　考

飲料用 その他（ 水位

湧　　　水 地域全体 周辺地域 該当地域



東側隣接地現況

○ 崖 ○ 建　物
○ 沼 ○ 建　具
○ 池 ○ 擁　壁
● 水路 ○ 道　路
○ 高低差 ○ 電　柱

その他

○ ○ ○ ○ 畑 ○ 山 ○ ○ ○ ○

○ ○ 池 ○ ● （ ）

○ なし ● あり m) ※道路がある場合は、道路との高低差

○ ○ ○ ＣＢ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ） ） m

○ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

● ○ ○ ○  その他（ ）

● 1 ○ 2 ○ 3 ○ 階 ）

○ ○ 5 ○ 10 ○ 20 ○ 30 ● 30年以上

● なし ○ あり （ ）

○ なし ○ あり （ m)

○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

　調査地より（　0　）m付近に ・ 幅（　0.3　）m ・ 深さ（　0.3　）m ・ 水深（　0　）m

○ ● ○ ○ ○

○ 土 ○  その他 （ ）

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

凸凹道　　　 　路 ●

開き

はらみ出し

木造又はﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

沈化

重量鉄骨

有効道路幅

公民館

なし

柵板Ｕ字溝

ＲＣ

あり

その他（

備　　　　考

亀裂

 電柱傾斜

水路 ・ 河川

異 常 ○

玉石○ なし

なし

● あり
構 造

ｺﾝｸﾘｰﾄ

なし ○

ありなし

新築

○

異 常

構 造

異 常

階 数

築年数

高 　低　 差 調査地より   （

構 造

舗 装

○ あり

近 接 建 物 ● あり○

柵板

現　　 　 　況
その他

○

-0.3～-0.4

石積

なし ○ あり

河川

余　　白

配慮を要す 異 常 有 り

道路

水田

ＲＣ

擁　 壁 ・ 塀 ●

Ｌ型

傾斜

宅地

間知

5．

写　　真

駐車場 竹林更地 荒地 雑木林

東 側 隣 接 地

亀裂

重力式

間知ﾌﾞﾛｯｸ

波打ち

高さ（



西側隣接地現況

○ 崖 ○ 建　物
○ 沼 ○ 建　具
○ 池 ○ 擁　壁
○ 水路 ○ 道　路
● 高低差 ○ 電　柱

その他

● ○ ○ ○ 畑 ○ 山 ○ ○ ○ ○

○ ○ 池 ○ ○ （ ）

○ なし ● あり m) ※道路がある場合は、道路との高低差

○ ○ ● ＣＢ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ） ） m

○ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

● ○ ○ ○  その他（ ）

● 1 ○ 2 ○ 3 ○ 階 ）

○ ○ 5 ○ 10 ● 20 ○ 30 ○ 30年以上

● なし ○ あり （ ）

○ なし ○ あり （ m)

○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

　調査地より（　　）m付近に ・ 幅（　　）m ・ 深さ（　　）m ・ 水深（　　）m

○ ○ ○ ○ ○

○ 土 ○  その他 （ ）

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

Ｌ型

荒地

余　　白

西 側 隣 接 地
写　　真

配慮を要す 異 常 有 り

6．

開き

ＲＣ石積 間知

● なし

重力式

更地

柵板

雑木林 竹林

高 　低　 差 調査地より   （ +0.9～+1.2

駐車場

河川 道路 その他

擁　 壁 ・ 塀 ○ なし ● あり

構 造

異 常

現　　 　 　況
宅地

なし

備　　　　考

水路 ・ 河川 ● なし ○ あり

あり
○

構 造
ｺﾝｸﾘｰﾄ 玉石 柵板

凸凹

有効道路幅

異 常
 電柱傾斜

波打ち

Ｕ字溝

近 接 建 物

亀裂
○ あり

舗 装

道　　　 　路 ● なし ○

異 常

なし あり●
その他（

新築

階 数

築年数
○

木造又はﾌﾟﾚﾊﾌﾞ構 造

沈化 傾斜

重量鉄骨 ＲＣ

○ あり

間知ﾌﾞﾛｯｸ

亀裂

はらみ出し

高さ（ 1.3～1.4

水田



南側隣接地現況

○ 崖 ○ 建　物
○ 沼 ○ 建　具
○ 池 ○ 擁　壁
● 水路 ○ 道　路
● 高低差 ○ 電　柱

その他

○ ○ ○ ○ 畑 ○ 山 ○ ○ ○ ○

○ ○ 池 ○ ● （ ）

○ なし ● あり m) ※道路がある場合は、道路との高低差

○ ○ ○ ＣＢ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ） ） m

○ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

○ ○ ○ ○  その他（ ）

○ 1 ○ 2 ○ 3 ○ 階 ）

○ ○ 5 ○ 10 ○ 20 ○ 30 ○ 30年以上

○ なし ○ あり （ ）

○ なし ○ あり （ m)

○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

　調査地より（　0　）m付近に ・ 幅（　0.3　）m ・ 深さ（　0.2　）m ・ 水深（　0　）m

○ ● ○ ○ ○

○ 土 ○  その他 （ ）

小学校グラウンド

その他（

その他

Ｌ型

はらみ出し

沈化

柵板

竹林

余　　白

7．

開き

ＲＣ石積 間知

○ なし

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

南 側 隣 接 地
写　　真

配慮を要す 異 常 有 り

高 　低　 差 調査地より   （ -0.3～-0.5

道路
現　　 　 　況

宅地 雑木林 水田更地 荒地駐車場

河川

築年数

構 造

○ あり

重量鉄骨

擁　 壁 ・ 塀 ● なし ○ あり

構 造

異 常

近 接 建 物

備　　　　考

水路 ・ 河川 ○ なし ● あり
構 造

ｺﾝｸﾘｰﾄ

 電柱傾斜

波打ち

Ｕ字溝

○ あり

舗 装

道　　　 　路 ● なし ○
なし

あり
○異 常

●

異 常

なし あり○

木造又はﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

新築

階 数

間知ﾌﾞﾛｯｸ

亀裂

玉石 柵板

凸凹

有効道路幅

亀裂

重力式

傾斜

高さ（

ＲＣ



北側隣接地現況

○ 崖 ○ 建　物
○ 沼 ○ 建　具
○ 池 ○ 擁　壁
● 水路 ● 道　路
○ 高低差 ○ 電　柱

その他

○ ○ ○ ○ 畑 ○ 山 ○ ○ ○ ○

○ ○ 池 ● ● （ ）

● なし ○ あり m) ※道路がある場合は、道路との高低差

○ ○ ○ ＣＢ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ） ） m

○ ○ ○ ○

○ ○  その他 （ ）

○ ○ ○ ○  その他（ ）

○ 1 ○ 2 ○ 3 ○ 階 ）

○ ○ 5 ○ 10 ○ 20 ○ 30 ○ 30年以上

○ なし ○ あり （ ）

○ なし ● あり （ m)

○ ○ ●

○ ○  その他 （ ）

　調査地より（　0　）m付近に ・ 幅（　1.1　）m ・ 深さ（　0.7　）m ・ 水深（　0.02　）m

○ ● ○ ○ ○

○ 土 ○  その他 （ ）

その他（

その他 水路

Ｌ型

はらみ出し

沈化

柵板

竹林

余　　白

8．

開き

ＲＣ石積 間知

○ なし

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

北 側 隣 接 地
写　　真

配慮を要す 異 常 有 り

高 　低　 差 調査地より   （

道路
現　　 　 　況

宅地 雑木林 水田更地 荒地駐車場

河川

築年数

構 造

○ あり

重量鉄骨

擁　 壁 ・ 塀 ● なし ○ あり

構 造

異 常

近 接 建 物

備　　　　考

水路 ・ 河川 ○ なし ● あり
構 造

ｺﾝｸﾘｰﾄ

 電柱傾斜

波打ち

Ｕ字溝

● あり

舗 装

道　　　 　路 ○ なし ●
なし

あり
○異 常

●

異 常

なし あり○

木造又はﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

新築

階 数

間知ﾌﾞﾛｯｸ

亀裂

6.8

玉石 柵板

凸凹

有効道路幅

亀裂

重力式

傾斜

高さ（

ＲＣ



チェック項目

基 本 資 料 ● 地形図 航空写真 ○ 地質図 地盤図 古地図 埋立造成図

○ 山地 台地 丘陵地 扇状地 自然堤防 砂丘 急斜面の谷低地

○ 三角州 後背湿地 旧河道 潟湖跡 沼 池 干拓地 谷底低地

○ その他 （ ）

○ 沖積層 （ 砂礫層 ○ 砂層 粘性土層 ）

● 洪積層 （ 砂礫層 ● 砂層 粘性土層 ）

○ 第三紀層 （ 砂礫層 ○ 砂層 粘性土層 ）

● 有 調査地より （ ） の方向 （ ）m付近に 河川 ・ 水路 無

● 有 調査地より （ ） の方向 （ ）m付近に 河川 ・ 水路 無

● 有 調査地より （ ） の方向 （ ）m付近に 河川 ・ 水路 無

現況： 宅地 駐車場 畑 田 更地 山林 沼 その他 （ ）

前歴： 宅地 駐車場 畑 田 更地 山林 沼 その他 （ ）

○ 有 無

○ （ ）

○ 平屋 2階建 3階建以上

築年数 推定 （ ） 年

● 平坦 起伏 傾斜地

● 土 雑草 土間コン アスファルト 砂利敷 その他（ ）

： 良 悪 ： 有 無

敷地内高低差 ○ 有 （ ） 無

地 下 埋 設 物 ○ 有 井戸 地下構造物 防空壕 その他 （ ） 無

擁 壁 ・ 土 留 ● 有 RC 間知ブロック ブロック その他 （ ） 無

： 有 無 ： （ 大 小 ） その他（ ）

： 有 無 ： （ 大 小 ） その他（ ）

： 有 無 ： （ 大 小 ） その他（ ）

地 下 水 ○ 有 （ - ）m 無 不明 （ ）

： 有 無 ： （ ） m

： 有 無 ： 有 （ ） 無

： 有 無 その他 （ ）

： 有 （　 L型 ● U型 m程度 ） 無

車 両 搬 入 ○ 2トン 4トン 8トン ○ 大型車 手運搬 （ ）ｍ 不可

搬 入 障 害 物 ○ 有 生垣 門柱 ○ 法 擁壁・塀 その他 （ ） ● 無

交 通 障 害 ： 有 無 ： 有 無 ： 有 ● 無

備　考

河川・用水路

北 0 ○ ● ○

南 0 ○ ● ○

○

○

一方通行規制 ○

○

● ○

進入制限 ●

○○

●

○ ○

外壁の亀裂

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

○

○

○

○ ○ RC

●

○ その他

○

○

○

○ ○

○

●

○

●

○

東 0 ○

重量鉄骨

湧水

○

○

水位 GL

●

●

6.8

亀裂

高さ制限 ○● ○

○○ ○ ○

○1.1

○ ○

○

○ ○

側溝

○

●

● ○

前面道路

●

●

○

傾斜

異 常 ・ 障 害

既 存 建 物

○

○ ○

○ ●

木造又はプレハブ

●

○

異常

舗装 ●

基礎の亀裂

●

土間の亀裂

●

○

○

○

○

○○

敷
地
状
況

敷 地 経 歴

地 質 区 分

○

○

○ ●

地 表 面

○

● ●

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

●

○ ○

○ ○

地形による区分

○ ○ ○

○

○

○

9． 周　辺　状　況

状　　　　況

周
辺
状
況

○ ○

●

亀裂 ○

○

道 路 幅

重量制限

○

●

● ○

亀裂

○ ○

● ○

排水状況



10.調査測点位置図

1.0m

1.7m

№2

№3

№4

№5№6

№7

№11№8
№1

№9

№10

1.0m

1.0m

6.3m

1.0m

6.3m

KBM±0
仕切弁蓋天端

2.0m

1.0m



11.　試験データ

・ 柱 状 図

・ 換 算 N 値 一 覧 表

・ 推 定 断 面 図

























NO１ NO２ NO３ NO４ NO５ NO６ NO７ NO８ NO９ NO１０ NO１１ AVE NO１ NO２ NO３ NO４ NO５ NO６ NO７ NO８ NO９ NO１０ NO１１ AVE

▼調査高 0.00 N N N N N N N N N N N N ▼調査高 0.00 qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2) qa(ｋＮ/m2)

-0.25 10.3 29.0 12.7 5.2 36.0 18.6 14.0 13.2 84.9 24.88 -0.25 109.3 126.0 126.0 60.7 126.0 126.0 126.0 126.0 126.0 116.89

-0.50 126.4 22.1 35.7 8.1 15.6 34.9 310.2 99.1 59.6 79.08 -0.50 126.0 126.0 126.0 88.8 126.0 126.0 126.0 126.0 126.0 121.87

-0.75 21.2 153.6 22.1 7.0 6.6 170.3 115.1 70.84 -0.75 126.0 126.0 126.0 78.6 76.0 126.0 126.0 112.09

▼ -1.00 9.7 7.8 26.1 6.0 12.40 ▼ -1.00 104.2 91.4 126.0 68.4 97.50

-1.25 4.4 4.0 14.5 4.6 6.88 -1.25 47.9 42.8 126.0 50.4 66.78

-1.50 4.0 3.6 4.4 4.0 4.00 -1.50 42.8 37.6 47.9 42.8 42.78

-1.75 3.4 4.0 3.2 3.8 3.60 -1.75 35.1 42.8 32.5 40.2 37.65

▼ -2.00 3.6 4.4 3.4 4.4 3.95 ▼ -2.00 37.6 47.9 35.1 47.9 42.13

-2.25 3.6 3.6 4.2 4.4 3.95 -2.25 37.6 37.6 45.3 47.9 42.10

-2.50 3.0 3.4 4.4 3.4 3.55 -2.50 30.0 35.1 47.9 35.1 37.03

-2.75 3.4 3.0 3.6 3.8 3.45 -2.75 35.1 30.0 37.6 40.2 35.73

▼ -3.00 3.4 3.8 4.0 4.0 3.80 ▼ -3.00 35.1 40.2 42.8 42.8 40.23

-3.25 3.4 3.8 3.8 4.2 3.80 -3.25 35.1 40.2 40.2 45.3 40.20

-3.50 3.4 3.4 3.6 3.6 3.50 -3.50 35.1 35.1 37.6 37.6 36.35

-3.75 3.6 2.2 3.2 2.2 2.80 -3.75 37.6 22.5 32.5 22.5 28.78

▼ -4.00 3.6 2.2 3.2 1.5 2.63 ▼ -4.00 37.6 22.5 32.5 15.0 26.90

-4.25 79.4 2.2 2.2 1.5 21.33 -4.25 126.0 22.5 22.5 15.0 46.50

-4.50 78.3 1.5 90.5 56.77 -4.50 126.0 15.0 126.0 89.00

-4.75 18.8 18.80 -4.75 126.0 126.00

▼ -5.00 17.8 17.80 ▼ -5.00 126.0 126.00

-5.25 126.2 126.20 -5.25 126.0 126.00

-5.50 -5.50

-5.75 -5.75

▼ -6.00 ▼ -6.00

-6.25 -6.25

-6.50 -6.50

-6.75 -6.75

▼ -7.00 ▼ -7.00

-7.25 -7.25

-7.50 -7.50

-7.75 -7.75

▼ -8.00 ▼ -8.00

-8.25 -8.25

-8.50 -8.50

-8.75 -8.75

▼ -9.00 ▼ -9.00

-9.25 -9.25

-9.50 -9.50

-9.75 -9.75

▼ -10.00 ▼ -10.00

無回転で沈む自沈層 Ｎ値１０以上の硬質層 　　　※qaの計算式は日本建築学会推奨式を採用しております。ただしNswが150を超える場合は150（qa＝126）とする。

換算N値・許容支持力一覧表

川南別館　建設工事　地盤調査業務



N



N



N





調査状況写真

Ｎｏ.５ Ｎｏ.６

写真写真

Ｎｏ.１ Ｎｏ.２

Ｎｏ.３ Ｎｏ.４

12.

写真 写真

写真 写真

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務



調査状況写真12-2.

Ｎｏ.９ Ｎｏ.１０

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

Ｎｏ.１１ スクリューポイント

写真 写真

写真 写真

Ｎｏ.７ Ｎｏ.８

写真写真



参 考 写 真

写真 写真

13．

写真 写真

ＫＢＭ遠景 ＫＢＭ近景

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

写真 写真

北側前面道路 北側前面道路

北側前面道路亀裂 進入口



参 考 写 真

写真 写真

写真 写真

東側水路 南側水路

13-2．

写真 写真

調査地名：　川南別館　建設工事　地盤調査業務

北側水路



14. 基礎形式の選択

※「性能保証住宅標準基準仕様」による基礎形式の選択を以下に示す。(平成21年改定版）

許容応力度の計測を実施した場合の基礎形式選択のためのチェック表

基礎形式選択のためのチェック1

基礎形式選択のためのチェック２

OK 該当する NG 該当しない

※総　　評

NG

　よって、何らかの地盤補強対策の必要な地盤であると判断致します。

ロ

　計測点全てが「0.75kNゆっくり自沈」以上の場合で

ベタ基礎

　各計測点のデータがほぼ均一

０K

　地盤データより、貫入深度内に0.50kN自沈を含む軟弱な地盤が見受けられる為、不同沈下の起こる危険性が懸念される。

　上記イからロに該当しない計測結果の場合

布基礎

　解体残物等異物混入の敷地

NG

従ってください。
ハ

イ 　計測点全てで自沈層が全くない。

地盤調査の考察に

該地しない 1
　高さ1m以上の擁壁あり

　（擁壁と建物離れが擁壁高さの1.5倍未満）

該当しない 2 　傾斜地の造成で切盛造成・盛土造成・不明

該当しない 3
　経過年数10年未満の50cm以上の盛土

　（経過年数の時期が不明なものも含む）

　地盤調査報告書のデータ

該当しない 4



●基本事項

　地盤調査登録番号　30000159

川南別館　建設工事　地盤調査業務 株式会社　江藤建設工業

宮崎県児湯郡川南町大字川南19301番地1

株式会社　共立設計 住所 鹿児島市下伊敷1丁目53-16

スウェーデン式サウンディング TEL　　099-229-7500

調査年月日 FAX　　099-229-8911

建築種別及び規模 木造 鉄骨 他（ ）・[平屋 建て ]

●基礎仕様の判定

① 推定許容応力度 20kN/㎡未満 20～30kN/㎡未満 30～50kN/㎡未満

50kN/㎡以上 （ ）

② 直接基礎 布基礎 ベタ基礎 その他

③ 地盤補強工事 何らかの地盤補強対策。

●判定に際して考慮したポイント

① 地形・地質条件 台地。

② 傾斜条件・敷地境界 平坦地。

③ 敷地履歴・造成経年 畑地、古い造成地、造成経過年数は不明。

④ 造成盛土・擁壁の状態 盛土は不明。CB擁壁有り。

⑤ 周辺異常等の状況 北側前面道路亀裂有り。

⑥ その他 水位は調査深度範囲内では確認されなかった。

●考察

　今回、『川南別館』の建設工事に先立って、計画配置付近の地盤状況を把握する為に調査測点位置図に示す

11箇所にて地盤調査を実施した。

　地盤データより、全体的に表層部は良く締まった地盤である為、測点№1・№3は補足点を含めてGL-0.75m以

内で打撃貫入が不能となっている。

　GL-0.75m以深も貫入可能であった測点に於いては、支持力が低下しながらも30kN/㎡以上の支持力を示してい

るが、測点№4・№5・№6のGL-3.50m～GL-4.25mの範囲に0.50kN～0.75kNで構成された自沈層が分布している。

　また、GL-3.75m及びGL-4.25mより非常に硬質な地盤が出現している為、打撃貫入不能となる結果となった。

　以上の事より、計画配置中央から南側のGL-3.50m～GL-4.25mの範囲に0.50kNを含む軟弱層が分布している為、

不安定要素のある地盤状況となっている。支持力不足や圧密沈下等による不同沈下が懸念される事から、何ら

かの地盤補強対策を実施する事により不同沈下を抑制する考え方が良いと判断致します。

●考察に際しての地盤の種別

　簡易に考察・解析が出来る地盤に 該当する( 良好 地盤補強) 該当しない

工法

15.基礎仕様判定書

調 査 名

調査場所

発 注 者

調査方法

推奨

令和　2　年　1　月　14　日



建設業許可（特－28）　第24016号

地質調査業登録　国土交通省　質27　第2226号

ISO　9001（品質マネジメント）　14001（環境マネジメント）認証取得

松尾　和博

森山　和明

江藤　正幸

丸野　亮 ＮＰＯ住宅地盤品質協会 住宅地盤技士

屋宮　竜一 ＮＰＯ住宅地盤品質協会 住宅地盤技士

第297345号

第234628号

ＮＰＯ住宅地盤品質協会 住宅地盤技士 第234627号

ＮＰＯ住宅地盤品質協会 住宅地盤実務者登録 第190493号

住宅地盤主任技士 第200861号

（社）全国地質調査業連合会 地質調査技士 第12282号

（社）全国地質調査業連合会 第16335号

平川　裕爾

益岡　拓史

【資　格　一　覧】

株式会社　江藤建設工業

資格者名 発行元 資格名称 登録番号

地質調査技士

ＮＰＯ住宅地盤品質協会


